


千葉市の紹介
・市制100周年
・人口約97万8千人（令和3年10月現在）
・東京都心まで約40㎞、
成田空港まで約30㎞の位置

市制100周年
ロゴマーク

幕張メッセ 加曽利貝塚 千葉都市モノレール
※懸垂型モノレールとしては世界最長
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教育相談ダイヤル２４
いじめ等学校生活の全般的な問題に悩む子どもや保護者等がいつでも相談できるよう、
「教育相談ダイヤル２４」を設け、夜間・休日を含む２４時間体制で悩み相談に対応。

相談対象
・小・中・高・特別支援学校の児童生徒
（不登校児童生徒を含む）、保護者、その他
相談体制
・対応者：臨床心理士、学校心理士、

校長経験者等
※平日夜間と休日は民間委託
※千葉県との共同事業

周知の方法
・学校を通して周知カードを配付
・教育委員会教育支援課ＨＰに掲載
・長期休業前、チラシにより再周知
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周知カード

国庫補助事業 教育支援体制整備事業費補助金
いじめ対策等総合推進事業〔スクールカウンセラー等活用事業〕

千葉市教育委員会 教育相談事業 電話による相談 平成１８年度から実施
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ＳＮＳ相談＠ちば

相談対象
・中・高・特別支援学校の生徒（不登校生徒を含む）
相談体制
・対応者：臨床心理士、学校心理士等
※民間委託
※千葉県との共同事業

・年間火・木・日の17時～21時
・長期休業終了日の前後数日は毎日相談可
周知の方法
・学校を通して周知カードを配付
・教育委員会教育支援課ＨＰに掲載
・長期休業前、チラシにより再周知

子どもたちにとって身近な通信手段であるＳＮＳを活用し、いじめや不登校をはじめとする
様々な悩みを相談できるよう、「ＳＮＳ相談＠ちば」を設け、悩み相談に対応。

国庫補助事業 教育支援体制整備事業費補助金
いじめ対策等総合推進事業〔SNS等を活用した相談体制の構築事業〕

千葉市教育委員会 教育相談事業

周知カード

ＬＩＮＥによる相談 平成３０年度から実施

6





ＳＮＳ相談＠ちば
千葉市教育委員会 教育相談事業

事業の成果
身近な通信手段であるＳＮＳの活用により、
①相談者の選択肢が増えた
②悩みを受け止めることによる相談者の
気持ちの安定

③前向きな考えの助長

年度末のアンケートより（一部）

①相談したことで安心したり気持ちが
すっきりした・・・74%

②今後、悩みがあったらまた使いたい
・・・90%

事業の課題
開設日以外の相談は後日、開設日に対応
しているため、開設日の拡充。

緊急時の対応

オーバードーズ・自殺予告・自傷・犯罪行為・虐待等暴力

※緊急性が高い時は、至急、警察・消防・児童相談所に連絡する。
※具体的な情報を集め、緊急対応が間に合うための時間を稼ぐ。

・警察・消防・児童相談所に連絡をするよう促す。
・できない場合、周囲に助けを求めるよう促す。

国庫補助事業 教育支援体制整備事業費補助金
いじめ対策等総合推進事業〔SNS等を活用した相談体制の構築事業〕

※委託先スーパーバイザーと
２人で対応

ＬＩＮＥによる相談 平成３０年度から実施
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多様な相談チャンネル

その他
・スクールカウンセラーの配置
・スクールソーシャルワーカーの派遣

子どもにこにこサポート

様々な悩み相談に対応。

電話だけでなく、「手紙」でも相談可能。

・電話相談 平日8時30分～17時30分
・手紙相談 郵送料無料
※4月・7月・10月・12月に学校を通して用紙を配付
※千葉市の公民館にも置いてあります。

相談対象
・小・中・高・特別支援学校の児童生徒

令和２年度から実施

主な相談内容
①学校生活における悩み
②家族関係の悩み
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